
宮
岡
薫
氏
の
古
代
歌
謡
研
究
に
つ
い
て
の
二
冊
目
の
書
物
で
あ
る
。
昨
年

九
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
学
術
雑
誌
に
は
本
書
の

書
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
で
も
早
く
に
と
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
本
書
は
「
古
事
記
』
・
「
日
本
書
紀
」
、
『
続
日
本
紀
』
、
そ
し
て

「
日
本
後
紀
一
ま
で
の
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
歌
謡
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
前
著
一
古
代
歌
謡
の
構
造
』
に
続
く
も
の
で
あ
る
．

本
書
は
歌
謡
が
う
た
わ
れ
る
声
の
世
界
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
書
か
れ
た
書
物
の
世
界
に
お
け
る
歌
謡
と
地
の
文
の
表

現
・
叙
述
を
問
題
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
本
書
に
お
け
る
「
歌
の
場
面
」
と

い
う
よ
う
な
概
念
も
「
歌
い
手
」
・
「
時
」
・
「
事
象
」
・
「
歌
の
状
況
」
・
「
歌
日

記
事
」
な
ど
の
事
項
を
基
本
的
な
構
成
要
素
と
す
る
（
三
～
四
頁
）
と
規
定

す
る
よ
う
に
、
文
字
表
現
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
書
物
の
世
界
を
対
象
と
し
て
、

そ
こ
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
分
け
入
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
目
次
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
編
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
・
一
歌
謡
の
問
題

〔
書
評
〕宮

岡
菫
著
『
古
代
歌
謡
の
展
開
』

I

第
一
章
『
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
』
の
民
謡
と
芸
謡

第
二
章
「
古
事
記
』
「
日
本
書
紀
』
歌
謡
の
歌
体
と
節
名

第
二
編
『
古
事
記
」
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
の
場
面
の
構
成

。
第
一
章
『
古
事
記
』
に
お
け
る
歌
謡
の
場
面
の
構
成

第
二
章
『
古
事
記
」
に
み
る
物
語
と
歌
謡
と
の
共
通
表
現

第
三
章
『
古
事
記
』
に
お
け
る
歌
謡
の
場
面
の
展
開

第
四
章
『
日
本
書
紀
』
の
歌
謡
記
事

第
五
章
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
共
通
す
る
歌
謡
の
場
面

第
三
編
『
続
日
本
紀
」
歌
謡
の
展
開

第
一
章
『
続
日
本
紀
』
「
御
製
歌
」
の
表
現

第
二
章
『
続
日
本
紀
』
の
饗
宴
歌

第
三
章
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
の
解
釈

第
四
章
『
続
日
本
紀
』
「
や
す
み
し
し
我
ご
大
君
は
」
歌
の
表
現

第
五
章
『
続
日
本
紀
」
の
宣
命
に
み
え
る
歌
謡

第
六
章
「
続
日
本
紀
」
「
海
行
か
ば
一
歌
謡
の
表
現

真
下
厚
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第
七
章
『
続
日
本
紀
」
歌
垣
歌
謡
の
性
格

第
八
章
『
続
日
本
紀
』
歌
垣
歌
謡
の
表
現

第
九
章
『
続
日
本
紀
』
の
歌
垣
と
歌
謡
の
表
現

第
四
編
『
日
本
後
紀
』
の
歌
謡

第
一
章
「
日
本
後
紀
』
の
歓
酒
歌

そ
し
て
、
こ
れ
に
、
付
録
と
し
て
、
古
代
歌
謡
研
究
の
文
献
目
録
、

『
続
日
本
紀
」
歌
謡
研
究
の
文
献
目
録
、
そ
れ
に
『
続
日
本
紀
』
の
な
か
の

饗
宴
・
歌
舞
記
事
の
索
引
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
の
な
か
で
中
心
と
な
る
の
は
、
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
を
対
象
と
し

た
第
三
編
の
諸
論
考
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
続
日
本
紀
歌
謡
」
を
中
心
と

し
た
研
究
書
は
本
書
が
初
め
て
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
第
一
の

意
義
は
こ
こ
に
あ
る
。
従
来
、
「
続
日
本
紀
』
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
古
代
歌

謡
の
注
釈
書
な
ど
に
お
い
て
注
釈
的
研
究
の
成
果
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を

多
角
的
に
論
じ
、
統
一
的
に
研
究
し
た
書
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

古
代
歌
謡
研
究
の
中
心
対
象
で
あ
る
記
紀
歌
謡
に
比
べ
て
歌
数
が
全
四
十
巻

の
な
か
に
八
首
と
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
へ
『
続
日
本
紀
」
と
い
う
史
書
全

体
を
文
字
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
歌
垣
や
酒
宴
な
ど
個
々
の
テ
ー
マ
か
ら
、
個
別
的

に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
が
。
著
者
は
本
書
に

収
録
さ
れ
た
諸
論
文
に
お
い
て
精
力
的
に
論
じ
て
き
た
。
し
か
も
、
著
者
の

研
究
態
度
は
、
歌
謡
の
表
現
を
注
意
深
く
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
解
釈
の
正
し
さ
」
を
追
い
求
め
よ
う
と
す
る
よ
う
に
、
可
能
な
限
り
研
究

の
客
観
性
を
堅
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
よ

っ
て
『
続
日
本
紀
』
の
全
歌
謡
を
考
察
し
た
本
書
は
、
今
後
の
『
続
日
本

紀
」
歌
謡
研
究
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
そ
こ
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
は
、
『
続
日
本
紀
」
の
地

の
文
を
単
に
歴
史
的
事
象
を
叙
述
す
る
だ
け
の
記
録
的
な
文
と
し
て
取
り
扱

う
の
で
は
な
く
、
歌
謡
と
組
み
合
う
表
現
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
そ
の
第
四
章
「
「
続
日
本
紀
』
「
や
す
み
し
し
我
ご
大
君
は
」

歌
の
表
現
」
に
お
い
て
、
歌
謡
に
前
置
さ
れ
て
い
る
「
因
御
製
歌
日
」
と
い

う
表
現
と
歌
謡
と
歌
謡
と
の
間
を
繋
い
で
い
る
「
又
歌
日
」
と
い
う
表
現
に

注
目
す
る
。
そ
し
て
、
「
因
」
の
前
文
に
記
す
事
項
の
内
容
を
後
文
に
記
載

す
る
「
勅
」
「
願
文
」
「
奏
』
「
勅
書
」
な
ど
に
よ
っ
て
具
体
的
に
説
く
型
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
の
歌
謡
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

現
実
の
場
で
機
能
す
る
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
み
る
。
ま
た
、
「
又
歌

日
」
と
い
う
表
現
に
お
い
て
は
、
記
紀
の
用
例
を
検
討
し
て
、
｜
共
通
表
現

の
あ
る
歌
謡
を
ま
と
め
る
た
め
の
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
（
二
四
○
頁
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
の
文
の
表
現
を
徴
密
に
検
討
す
る
の
は
著

者
の
方
法
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
す
で
に
前
著
に
お
い
て
み
ら
れ
（
第

二
章
「
「
古
事
記
」
『
日
本
書
紀
」
の
伝
承
と
歌
謡
の
交
渉
」
第
二
節
「
記
紀

歌
謡
の
記
載
」
、
第
五
節
「
タ
ギ
シ
ミ
ミ
の
謀
反
伝
承
と
歌
謡
」
）
、
ま
た
本

書
に
お
い
て
も
他
に
第
二
編
『
古
事
記
』
「
日
本
書
紀
」
歌
謡
の
場
面
の
構

成
」
、
第
三
章
「
「
古
事
記
』
に
お
け
る
歌
謡
の
場
面
の
展
開
」
、
及
び
第
五

章
「
一
・
古
事
記
・
一
三
日
本
書
紀
」
に
共
通
す
る
歌
謡
の
場
面
一
で
「
以
歌
一
、

「
如
此
」
と
い
う
表
現
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。
歌
謡
を
収

載
す
る
記
紀
や
「
続
日
本
紀
」
と
い
う
史
書
の
文
章
を
文
字
表
現
と
い
う
観

五
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点
か
ら
取
り
扱
う
こ
と
の
意
義
は
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
こ

と
が
研
究
の
実
証
性
を
高
め
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
う
た
わ
れ
た
現
実
の
場
に
お
け
る
機

能
と
と
も
に
文
字
表
現
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
る
書
物
の
世
界
に
お
け
る
機
能

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
ま
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

前
著
に
も
歌
謡
の
一
・
機
能
」
と
い
う
用
語
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
わ
る

「
歌
の
力
」
な
ど
の
よ
う
な
用
語
）
が
散
見
さ
れ
た
が
、
本
書
で
は
索
引
に

よ
れ
ば
「
歌
の
社
会
的
機
能
」
十
一
カ
所
、
「
歌
の
場
の
社
会
的
機
能
」
一

カ
所
、
「
歌
の
機
能
」
五
カ
所
、
「
歌
謡
と
し
て
の
機
能
」
・
「
歌
の
場
面
に
お

け
る
歌
の
機
能
」
・
「
饗
宴
の
場
に
お
け
る
歌
の
機
能
」
・
「
畿
宴
に
お
い
て
与

え
ら
れ
る
歌
と
酒
の
機
能
」
・
「
宮
ぽ
め
の
祝
歌
と
し
て
の
機
能
」
各
一
カ
所

の
よ
う
に
随
所
に
頻
出
し
、
ま
た
索
引
に
は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
単
に
「
機

能
一
と
の
み
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
何
カ
所
か
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
歌
の
社
会
的
機
能
」
と
い
う

用
語
は
、
土
橋
寛
氏
が
生
み
だ
し
た
も
の
で
、
民
謡
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
現
実
の
歌
の
場
で
の
聴
衆
や
相
手
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
い

う
。
い
わ
ば
、
声
の
世
界
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
態
を
捉
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
歴
史
的
背
景
や
宮
廷
儀
礼
を
復
元
し
な
が
ら
、
文
字
表
現
を
通

し
て
歌
謡
が
実
際
に
う
た
わ
れ
、
ま
た
は
う
た
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
場
に

お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
慎
重
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
第
三
編

の
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
に
つ
い
て
の
諸
論
は
主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
意

識
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

五
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そ
し
て
、
さ
ら
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の
世
界
に
お
け
る
歌
謡
の
機
能
を
も

追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
歌
の
場
面
に
お
け
る
歌
の
機
能
」
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
第
二
編
第
一
章
「
「
古
事
記
」
に

お
け
る
歌
謡
の
場
面
の
構
成
」
で
は
、
「
古
事
記
』
の
「
作
御
歌
」
と
い
う

表
現
を
と
っ
て
ス
サ
ノ
ヲ
・
雄
略
・
顕
宗
が
う
た
う
と
い
う
か
た
ち
の
歌
謡

は
「
す
で
に
歌
わ
れ
て
い
た
「
御
歌
」
の
歴
史
性
を
具
体
的
に
表
明
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
」
（
七
五
頁
）
と
す
る
．
こ
の
よ
う
な
著
者
の
問
題
意

識
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
『
続
日
本
紀
』
に
歌
謡
が
記
載
さ
れ
る
必
然
性
も

明
ら
か
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

た
だ
、
そ
こ
で
も
記
紀
歌
謡
と
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
と
の
違
い
が
い
さ
さ

か
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
記
紀
歌
謡
の
場
合
は
記
載
以
前
の
歌
謡
の

伝
承
の
か
た
ち
と
書
物
の
世
界
で
の
あ
り
方
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が

殆
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
は
現
実
の
場
で
う
た
わ
れ
た

あ
り
方
と
書
物
の
世
界
で
の
あ
り
方
と
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
書
は
今
日
の
古
代
歌
謡
研
究
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
大
著
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
り
、
十
分
な
も

の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
著
者
に
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
和
泉
書
院
、
Ａ
５
判
、
四
九
七
頁
、
一
九
九
五
年
九
月
二
○
日
、
一
五
四

五
○
円
）

（
ま
し
も
。
あ
つ
し
本
学
教
授
）

、


